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E+小 品 云才 一V(xn.1)
(31)




は 1×1の行列で あ る. V(xn+1)は n+ 1番目の格子のポテンシャルだ.
式 (21)を用 いれ ば､ n+ 1番 目の格子を繋げた半直線のグリー ン関数
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図 1.3:再帰関係
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T14 3 /:/hdw/｣吐_些 Im(27r)2 q (霊e(q,LJ)),･I｡:L7-
電子正孔励起に対する､誘電関数の長波長近似 [14,161





































-筈 ニ eーE(ro(i),i)･vo(i) (9)
ただし､ e<0は粒子の電荷､E(r｡(i),i)は粒子の位置での電場､ro(i)






ガス とこの 2次元電子ガス中の準粒子 を扱 っているので､粒子密度 p(r,I,i)
は Z≠ 0でゼ ロになる｡ したが って､静電 ポテンシャル ¢(r,I,i)は､ Z≠
0ーで ラプラス方程式 ∇2¢- Oを満たす｡ この ことを考慮 して､静電ポテ ン
シ十ルの 2次元 フー リエ変換
裾 Z,i)- / 塞 / 慕 - )et'q.r-qJll-iut (10)
を導入す る. ここで､ qは 2次元波数 ベ ク トルで あ り､ q- rqJはその大
きさだ｡
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